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岐阜県ユニセフ協会のなかま紹介　「オリーブの会　稲沢」

早く愛知県にもユニセフ協会ができますように♥
協会ができてユニセフの輪が大きく広がることを
願っています。

　2022年3月をもって岐阜県ユニセフ協会　会長／岐阜大学長を退任致します。後任は4月より吉田和弘岐阜大
学長が就任されましたので、皆様方には引き続き岐阜県ユニセフ協会に対し宜しくご支援をお願い申し上げます。
　小生は2014年4月より当職を担当させて頂きました。この間、従来から続く各地の紛争やローカルな感染症に加
え、特に近年はコロナ・ウイルスのパンデミックや戦争など、子供のみでなく大人も含めて、世界的にみて困難な状況
が絶えることはありませんでした。私どもはこのような課題を解決すべく岐阜県からできる貢献を心掛け、啓蒙活動
や募金活動を展開してまいりました。しかしコロナのため街頭活動やユニセフの広場開催自体が制限を受けたことは
否めません。そのような中でも精一杯の協会活動と皆様方より頂いたご支援を思い起こすと、深謝の念に堪えませ
ん。
　新協会長の下で、皆様方の奉仕活動がさらに発展し、世界の子供たちに平穏が訪れますよう祈念し、退任のご挨拶
とさせていただきます。
　終わりになりますが各位のご清栄とご健勝をお祈り申し上げます。
　有難う御座いました。

　日頃より、ユニセフの活動にご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。2022
年（令和4年）4月1日より岐阜大学長を拝命いたしました、吉田和弘と申します。この
度、岐阜県ユニセフの新会長を拝命することとなりました。どうぞよろしくお願い申し
上げます。
　現在、世界的・歴史的災害である新型コロナウイルス感染症や紛争による世界情勢
は極めて不安定になりました。私たちにとって次世代を担う大切な子どもたちの命が
危険にさらされ、多くの命が失われているのが現状で、地球の未来に大きな影響を及
ぼしています。ユニセフは全ての子どもの権利が実現される世界を目指して、約190
の国と地域で33のユニセフ協会を通じて活動しています。保健、栄養、水と衛生、教

育、暴力や搾取からの保護、HIV/エイズ、緊急支援、アドボカシーなどの支援活動を実施し、その活動資金はすべて個
人や企業・団 体・各国政府からの募金や任意拠出金でまかなわれています。岐阜県ユニセフ協会は2011年に設立
され、日本ユニセフ協会と協力協定を結び、ユニセフの広報・募金・学習支援などを行っており、実際に県、市、大学・学
校をはじめマスコミ、企業など多くの方々からおカ添えを頂き活動しています。この場をお借りし心から感謝申し上げ
ますと共に、引き続き広く皆様方にご支援賜りますようお願い申し上げます。

退任に寄せて

就任のご挨拶

各務ケ原下車（普通のみ停車）西へ徒歩8分

JR各務ケ原駅

学習会では毎回テーマを決めてスライドを見たり、
時には工作をしたり。

表彰状を持つ会長の広瀬一行さん（右）と
副会長の大崎猛さん（左）/2022年3月

　「オリーブの会　稲沢」は、世界の子どもたちの暮らしや困っていることを学
び、地域の人々とご一緒に、国際貢献活動をすることを目的に2016年に設立
されました。岐阜県ユニセフ協会と連携して、稲沢市内及び周辺でユニセフの
学習会や募金活動に取り組んでいます。
　特に学習会は新型コロナウイルスが感染拡大する前までは、稲沢公民館を
お借りして毎月第2日曜日に開催し、実施回数は27回になりました。毎回、公
民館周辺の住宅に学習会開催案内のチラシを配り、ユニセフの存在を周知す
る機会にもなっています。2021年度は長年の活動の功績を認められ、稲沢福
祉大会で表彰されました。

主なパネル：
アグネス・チャンアジア大使　ニジェール訪問（2019年6月）　

「砂漠をわたる子どもたち～開発から取り残された国ニジェール」
アフリカ・サヘル地帯の中心に位置する国ニジェールでアグネス大使が出会った子どもたち。複雑に絡み合う問
題を「貧困」「人口増加」「栄養不良」「児童婚」「教育」などのテーマ別に紹介します。

　募金活動にも精力的に取り組みま
した。ユニセフハンド・イン・ハンド募
金活動の期間には、周辺スーパーの
店頭や名鉄名古屋駅前で、許可等の
了解を得て、募金活動を行いました。
　コープあいちの組合員さんが主
催したハンド募金に参加したことも
あります。
　稲沢高校、稲沢東高校の学園祭に
もブースを出展しました。

岐阜県ユニセフ協会会長が森脇久隆様の岐阜大学学長退任に伴い、吉田和弘新学長に
交代しました。
森脇久隆様8年間ありがとうございました。　吉田和弘様どうぞ宜しくお願いいたします。

2022年 ユニセフパネル展 「子どもの未来が守られる先に 世界の未来がある」
期間：6月13日（月）～20日（月）9時～21時
　　　但し　13日は13時から開場　20日は12時で終了
会場：みんなの森　ぎふメディアコスモス　みんなのギャラリー
主催：岐阜県ユニセフ協会　共催：岐阜市

前岐阜県ユニセフ協会会長　森脇久隆

岐阜県ユニセフ協会会長　吉田和弘

ヨシヅヤ新稲沢店で高校生と募金活動

名鉄名古屋駅前でハンド募金活動

©日本ユニセフ協会/2019/M.Miura

お問合せ先：「オリーブの会　稲沢」　会長　広瀬一行　　
　　　　　　　　　　　　　電話090-2920-6853
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【啓発活動】

【広報活動】

【募金活動】

【学習・交流】

【賛助会員】

【登録ボランティア】　32人

【県協会コードK1-210でお預かりした募金金額】

【会　　議】

　岐阜県ユニセフ協会役員　（2022年4月25日現在）　50音順敬称略

　2021年の活動の記録　/　2021年1月～12月あなたのご支援が子どもたちの命を守ります。

顧問
顧問
理事　会長
理事　副会長
理事　副会長
理事　副会長
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事

岐阜県　知事
岐阜市　市長
東海国立大学機構岐阜大学　学長
生活協同組合コープぎふ　理事長
岐阜県農業協同組合中央会　代表理事会長
岐阜新聞社　代表取締役社長
岐阜県高等学校長協会　会長
岐阜県小中学校長会　会長
ガールスカウト岐阜県連盟　連盟長
全岐阜県生活協同組合連合会　専務理事
岐阜県公立幼稚園・こども園長会　会長
NHK岐阜放送局　局長
岐阜県信用金庫協会　会長
岐阜県国際交流センター　専務理事
日本ボーイスカウト岐阜県連盟　理事長
岐阜県学校生活協同組合　理事長
岐阜県ユニセフ協会　事務局長
岐阜商工会議所　専務理事

中日新聞岐阜支社　支社長
生活協同組合コープぎふ　専務理事
内堀醸造株式会社　代表取締役社長
カネ井青果株式会社　代表取締役社長
岐阜県酪農農業協同組合連合会　代表理事会長
岐阜大学消費生活協同組合　代表理事理事長
株式会社十六銀行地域創生部　部長
岐阜市立女子短期大学生活協同組合　代表理事理事長
岐阜県高等学校PTA連合会　監事
西濃医療生活協同組合　理事長
生活協同組合ぷちとまと　専務理事
岐阜県私学団体連合会　会長
岐阜県労働者共済生活協同組合　理事長
岐阜県PTA連合会　会長
日本赤十字社岐阜県支部　事務局長
全国農業協同組合連合会岐阜県本部　運営委員会会長
社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　会長

理事
理事
監事
監事
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
顧問2名　理事18名　評議員13名　監事2名　合計35名

JAめぐみのとれったひろば関店
毎月第3日曜日10時から

JAぎふおんさい広場鷺山　
毎月第２火曜日10時から

出前授業・学習会　16回　
（内　オンライン開催4回）受講者数　1,437人
パネル展・ポスター展　　15回
講演会　2回（内　オンライン1回）
映画上映会　1回
募金を伴うイベント参加　2回　
定期定点募金活動（JA農産物直売所）　8回
ボランティア学習交流会　7回
出前授業研究会　11回
団体会員　11団体　一般会員　149人　
学生会員　1人
　
活動に参加したボランティアの延べ人数　328人

〈岐阜県全体の募金金額ではありません〉
通常募金　　　　　　　　　　2,391,667円
新型コロナウイルス緊急募金　 1,024,600円
アフリカ栄養危機緊急募金　　 　　10,000円
シリア難民緊急募金　　　　　　　10,000円
人道危機緊急募金　　　　　　　　46,100円
役員会（評議員会・理事会）
1月26日（書面議決）　7月20日
運営委員会　1月7日　　7月2日
実行委員会　3回開催
スタッフ会議　12回開催

■2020年は新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め街頭での募金活動ができませんでした。2021年は
「募金活動をやりたい！」というボランティアの気持ちを
大切に、コロナ禍でもできる活動を工夫しながら取り組
みました。
JAぎふおんさい広場鷺山店とJAめぐみのとれったひろ
ば関店の店頭をお借りし、感染予防対策をとりながら募
金箱も机の上に置いてお店の利用者に募金をお願いし
ました。
ユニセフの青いのぼり、ポスターを見つけて多くの方が
募金にご協力いただけました。同じ場所で定期的に実施
することで認知度もあがっています。

　東部ヨーロッパに位置するウクライナでは、2022年2月から続
く緊張状態、および8年にも及ぶ東部の紛争によって、750万人の
子どもたちが、生活が破壊され命を奪われる脅威にさらされてい
ます。紛争による水道インフラの損傷によって安全な水を利用でき
ません。また、電気、暖房設備などのインフラや学校等の被害は壊
滅的です。
　安全と保護を求めてウクライナ国内から周辺国に避難した子ど
もや家族は、数百万人にのぼっています。そして避難した子どもの
中には、おとなの同伴者がいない、あるいは親や家族と離ればなれ
になった子どもがたくさんいます。親による保護のない子どもたち
はより一層、暴力、虐待、搾取、人身売買の危険にさらされます。

　危機の中でも、ユニセフはウクライナ国内に留まり、子どもたちと家族のための支援活動を継続するとともに、周辺国に
避難しているウクライナ難民支援も強化しています。ユニセフはパートナー団体と協力して、緊急医療サービス、重要な医
薬品、保健物資・機器、安全な飲料水や生活用水、自宅から避難を余儀なくされた人々の避難所や保護などに取り組んでい
ます。
　ユニセフと国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、ウクライナ政府、市民社会のパートナーは、モルドバ、ポーランド、
ルーマニア、ベラルーシ、スロバキアなどの難民受入れ国への避難ルート上に、「ブルードット」と呼ばれる安全なワン・ストッ
プの支援拠点を設置し、彼らに重要な情報を提供するとともに、同伴者のいない子どもや親と離ればなれになった子どもを
特定し、危険から確実に保護し、彼らが必要不可欠なサービスがうけられるような支援をおこなっています。

■11月5日　全岐阜県生活協同組合連合会との共催
で、岐阜県ユニセフ協会10周年記念事業を開催しまし
た。
「地球のステージ」桑山紀彦さんの歌と映像の公演会
に92名の参加がありまし
た。あらためて、子どもたち
の笑顔を奪ってはいけない
ということ、そのためにでき
ることを考えさせられる時
間になりました。

古田　肇
柴橋　正直
吉田　和弘
大坪　光樹
櫻井　宏
矢島　薫
石田　達也
石原　学
後藤　加寿美
佐藤　圭三
杉原　和
鈴木　薫
住田　裕綱
原　　正憲
三浦　英夫
村上　達也
村山　克美
森　　健二

山田　伝夫
吉岡　俊雄
内堀　泰作　
藤井　雅人
朝日　修
石田　秀治
岩井　浩司
小野　廣紀
加藤　拓真
木村　隆之
子安　貞継
下屋　浩実
内藤　浩
野平　英一郎
尾藤　米宏
山内　清久
横井　篤

ウクライナ　
差し迫った脅威にさらされつづける
750万人の子どもたち

ユニセフの支援内容

私たちは、支援を必要としている子どもたちやその家族を助けるためにできる限りのことを
していますが、まず紛争を終わらせるべきなのです。平和が、唯一の持続可能な解決策です。
（ユニセフ　欧州・中央アジア地域事務所代表　アフシャン・カーン）

ウクライナとモルドバのバランカ国境に到着したウクライナ
難民。紛争が激化して以来、200万人以上の子どもが難民
として周辺国に逃れ、250万人以上の子どもがウクライナ
国内で国内避難民として暮らしている。（ウクライナ・2022
年3月24日撮影）

難民受け入れセンターの中にユニセフが設置したブルー
ドットの「子どもにやさしい空間」で遊ぶ、3歳のコンスタ
ンティンちゃん。

（モルドバ・2022年3月19日撮影）

©UNICEF/UN0613966/Vincent Tremeau

全国の郵便局からご送金いただけます。

振込口座：00190-5-31000
口座名義：公益財団法人日本ユニセフ協会

郵便局
（ゆうちょ銀行）
募金口座

※通信欄に「ウクライナ」と「K1-210」を明記願います。
※窓口での振込の場合は、送金手数料（現金でのお支払い時の加算料金ならびに硬貨
　取扱料金含む）が免除されます。

©UNICEF/UN0610980/Modola

このページの画像・文章は日本ユニセフ協会HPから引用

ウクライナ緊急募金にご協力ください。ウクライナ緊急募金にご協力ください。

©UNICEF/UN0597997/Skyba for The Globe and Mail

その他の緊急・復興募金も引き続き受け付けています。
新型コロナウイルス　自然災害　シリア難民　ロヒンギャ難民　アフリカ栄養危機　人道危機
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定期定点募金活動（JA農産物直売所）　8回
ボランティア学習交流会　7回
出前授業研究会　11回
団体会員　11団体　一般会員　149人　
学生会員　1人
　
活動に参加したボランティアの延べ人数　328人

〈岐阜県全体の募金金額ではありません〉
通常募金　　　　　　　　　　2,391,667円
新型コロナウイルス緊急募金　 1,024,600円
アフリカ栄養危機緊急募金　　 　　10,000円
シリア難民緊急募金　　　　　　　10,000円
人道危機緊急募金　　　　　　　　46,100円
役員会（評議員会・理事会）
1月26日（書面議決）　7月20日
運営委員会　1月7日　　7月2日
実行委員会　3回開催
スタッフ会議　12回開催

■2020年は新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め街頭での募金活動ができませんでした。2021年は
「募金活動をやりたい！」というボランティアの気持ちを
大切に、コロナ禍でもできる活動を工夫しながら取り組
みました。
JAぎふおんさい広場鷺山店とJAめぐみのとれったひろ
ば関店の店頭をお借りし、感染予防対策をとりながら募
金箱も机の上に置いてお店の利用者に募金をお願いし
ました。
ユニセフの青いのぼり、ポスターを見つけて多くの方が
募金にご協力いただけました。同じ場所で定期的に実施
することで認知度もあがっています。

　東部ヨーロッパに位置するウクライナでは、2022年2月から続
く緊張状態、および8年にも及ぶ東部の紛争によって、750万人の
子どもたちが、生活が破壊され命を奪われる脅威にさらされてい
ます。紛争による水道インフラの損傷によって安全な水を利用でき
ません。また、電気、暖房設備などのインフラや学校等の被害は壊
滅的です。
　安全と保護を求めてウクライナ国内から周辺国に避難した子ど
もや家族は、数百万人にのぼっています。そして避難した子どもの
中には、おとなの同伴者がいない、あるいは親や家族と離ればなれ
になった子どもがたくさんいます。親による保護のない子どもたち
はより一層、暴力、虐待、搾取、人身売買の危険にさらされます。

　危機の中でも、ユニセフはウクライナ国内に留まり、子どもたちと家族のための支援活動を継続するとともに、周辺国に
避難しているウクライナ難民支援も強化しています。ユニセフはパートナー団体と協力して、緊急医療サービス、重要な医
薬品、保健物資・機器、安全な飲料水や生活用水、自宅から避難を余儀なくされた人々の避難所や保護などに取り組んでい
ます。
　ユニセフと国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、ウクライナ政府、市民社会のパートナーは、モルドバ、ポーランド、
ルーマニア、ベラルーシ、スロバキアなどの難民受入れ国への避難ルート上に、「ブルードット」と呼ばれる安全なワン・ストッ
プの支援拠点を設置し、彼らに重要な情報を提供するとともに、同伴者のいない子どもや親と離ればなれになった子どもを
特定し、危険から確実に保護し、彼らが必要不可欠なサービスがうけられるような支援をおこなっています。

■11月5日　全岐阜県生活協同組合連合会との共催
で、岐阜県ユニセフ協会10周年記念事業を開催しまし
た。
「地球のステージ」桑山紀彦さんの歌と映像の公演会
に92名の参加がありまし
た。あらためて、子どもたち
の笑顔を奪ってはいけない
ということ、そのためにでき
ることを考えさせられる時
間になりました。

古田　肇
柴橋　正直
吉田　和弘
大坪　光樹
櫻井　宏
矢島　薫
石田　達也
石原　学
後藤　加寿美
佐藤　圭三
杉原　和
鈴木　薫
住田　裕綱
原　　正憲
三浦　英夫
村上　達也
村山　克美
森　　健二

山田　伝夫
吉岡　俊雄
内堀　泰作　
藤井　雅人
朝日　修
石田　秀治
岩井　浩司
小野　廣紀
加藤　拓真
木村　隆之
子安　貞継
下屋　浩実
内藤　浩
野平　英一郎
尾藤　米宏
山内　清久
横井　篤

ウクライナ　
差し迫った脅威にさらされつづける
750万人の子どもたち

ユニセフの支援内容

私たちは、支援を必要としている子どもたちやその家族を助けるためにできる限りのことを
していますが、まず紛争を終わらせるべきなのです。平和が、唯一の持続可能な解決策です。
（ユニセフ　欧州・中央アジア地域事務所代表　アフシャン・カーン）

ウクライナとモルドバのバランカ国境に到着したウクライナ
難民。紛争が激化して以来、200万人以上の子どもが難民
として周辺国に逃れ、250万人以上の子どもがウクライナ
国内で国内避難民として暮らしている。（ウクライナ・2022
年3月24日撮影）

難民受け入れセンターの中にユニセフが設置したブルー
ドットの「子どもにやさしい空間」で遊ぶ、3歳のコンスタ
ンティンちゃん。

（モルドバ・2022年3月19日撮影）
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全国の郵便局からご送金いただけます。

振込口座：00190-5-31000
口座名義：公益財団法人日本ユニセフ協会

郵便局
（ゆうちょ銀行）
募金口座

※通信欄に「ウクライナ」と「K1-210」を明記願います。
※窓口での振込の場合は、送金手数料（現金でのお支払い時の加算料金ならびに硬貨
　取扱料金含む）が免除されます。
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このページの画像・文章は日本ユニセフ協会HPから引用

ウクライナ緊急募金にご協力ください。ウクライナ緊急募金にご協力ください。
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その他の緊急・復興募金も引き続き受け付けています。
新型コロナウイルス　自然災害　シリア難民　ロヒンギャ難民　アフリカ栄養危機　人道危機
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岐阜県ユニセフ協会のなかま紹介　「オリーブの会　稲沢」

早く愛知県にもユニセフ協会ができますように♥
協会ができてユニセフの輪が大きく広がることを
願っています。

　2022年3月をもって岐阜県ユニセフ協会　会長／岐阜大学長を退任致します。後任は4月より吉田和弘岐阜大
学長が就任されましたので、皆様方には引き続き岐阜県ユニセフ協会に対し宜しくご支援をお願い申し上げます。
　小生は2014年4月より当職を担当させて頂きました。この間、従来から続く各地の紛争やローカルな感染症に加
え、特に近年はコロナ・ウイルスのパンデミックや戦争など、子供のみでなく大人も含めて、世界的にみて困難な状況
が絶えることはありませんでした。私どもはこのような課題を解決すべく岐阜県からできる貢献を心掛け、啓蒙活動
や募金活動を展開してまいりました。しかしコロナのため街頭活動やユニセフの広場開催自体が制限を受けたことは
否めません。そのような中でも精一杯の協会活動と皆様方より頂いたご支援を思い起こすと、深謝の念に堪えませ
ん。
　新協会長の下で、皆様方の奉仕活動がさらに発展し、世界の子供たちに平穏が訪れますよう祈念し、退任のご挨拶
とさせていただきます。
　終わりになりますが各位のご清栄とご健勝をお祈り申し上げます。
　有難う御座いました。

　日頃より、ユニセフの活動にご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。2022
年（令和4年）4月1日より岐阜大学長を拝命いたしました、吉田和弘と申します。この
度、岐阜県ユニセフの新会長を拝命することとなりました。どうぞよろしくお願い申し
上げます。
　現在、世界的・歴史的災害である新型コロナウイルス感染症や紛争による世界情勢
は極めて不安定になりました。私たちにとって次世代を担う大切な子どもたちの命が
危険にさらされ、多くの命が失われているのが現状で、地球の未来に大きな影響を及
ぼしています。ユニセフは全ての子どもの権利が実現される世界を目指して、約190
の国と地域で33のユニセフ協会を通じて活動しています。保健、栄養、水と衛生、教

育、暴力や搾取からの保護、HIV/エイズ、緊急支援、アドボカシーなどの支援活動を実施し、その活動資金はすべて個
人や企業・団 体・各国政府からの募金や任意拠出金でまかなわれています。岐阜県ユニセフ協会は2011年に設立
され、日本ユニセフ協会と協力協定を結び、ユニセフの広報・募金・学習支援などを行っており、実際に県、市、大学・学
校をはじめマスコミ、企業など多くの方々からおカ添えを頂き活動しています。この場をお借りし心から感謝申し上げ
ますと共に、引き続き広く皆様方にご支援賜りますようお願い申し上げます。

退任に寄せて

就任のご挨拶

各務ケ原下車（普通のみ停車）西へ徒歩8分

JR各務ケ原駅

学習会では毎回テーマを決めてスライドを見たり、
時には工作をしたり。

表彰状を持つ会長の広瀬一行さん（右）と
副会長の大崎猛さん（左）/2022年3月

　「オリーブの会　稲沢」は、世界の子どもたちの暮らしや困っていることを学
び、地域の人々とご一緒に、国際貢献活動をすることを目的に2016年に設立
されました。岐阜県ユニセフ協会と連携して、稲沢市内及び周辺でユニセフの
学習会や募金活動に取り組んでいます。
　特に学習会は新型コロナウイルスが感染拡大する前までは、稲沢公民館を
お借りして毎月第2日曜日に開催し、実施回数は27回になりました。毎回、公
民館周辺の住宅に学習会開催案内のチラシを配り、ユニセフの存在を周知す
る機会にもなっています。2021年度は長年の活動の功績を認められ、稲沢福
祉大会で表彰されました。

主なパネル：
アグネス・チャンアジア大使　ニジェール訪問（2019年6月）　

「砂漠をわたる子どもたち～開発から取り残された国ニジェール」
アフリカ・サヘル地帯の中心に位置する国ニジェールでアグネス大使が出会った子どもたち。複雑に絡み合う問
題を「貧困」「人口増加」「栄養不良」「児童婚」「教育」などのテーマ別に紹介します。

　募金活動にも精力的に取り組みま
した。ユニセフハンド・イン・ハンド募
金活動の期間には、周辺スーパーの
店頭や名鉄名古屋駅前で、許可等の
了解を得て、募金活動を行いました。
　コープあいちの組合員さんが主
催したハンド募金に参加したことも
あります。
　稲沢高校、稲沢東高校の学園祭に
もブースを出展しました。

岐阜県ユニセフ協会会長が森脇久隆様の岐阜大学学長退任に伴い、吉田和弘新学長に
交代しました。
森脇久隆様8年間ありがとうございました。　吉田和弘様どうぞ宜しくお願いいたします。

2022年 ユニセフパネル展 「子どもの未来が守られる先に 世界の未来がある」
期間：6月13日（月）～20日（月）9時～21時
　　　但し　13日は13時から開場　20日は12時で終了
会場：みんなの森　ぎふメディアコスモス　みんなのギャラリー
主催：岐阜県ユニセフ協会　共催：岐阜市

前岐阜県ユニセフ協会会長　森脇久隆

岐阜県ユニセフ協会会長　吉田和弘

ヨシヅヤ新稲沢店で高校生と募金活動

名鉄名古屋駅前でハンド募金活動

©日本ユニセフ協会/2019/M.Miura

お問合せ先：「オリーブの会　稲沢」　会長　広瀬一行　　
　　　　　　　　　　　　　電話090-2920-6853


